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【
問
】
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
の
相
談
体
制
に
関

す
る
課
題
は
。

【
答
】
窓
口
相
談
や
担
当
す
る
ケ
ー
ス
数
の
増
加

に
よ
り
業
務
負
担
が
増
し
て
い
る
こ
と
、ま

た
、セ
ン
タ
ー
職
員
だ
け
で
は
対
応
し
切
れ

な
い
た
め
、市
職
員
の
対
応
事
案
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
。

【
問
】
成
年
後
見
制
度
の
活
用
に
関
す
る
課
題

は
。

【
答
】
柔
軟
な
財
産
管
理
が
で
き
な
い
こ
と
、後

見
人
へ
の
報
酬
が
か
か
る
こ
と
、制
度
の
認

知
度
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
な
ど
。

【
問
】
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
事
業
や
終
活
情

報
登
録
事
業
を
実
施
す
る
場
合
の
対
象
範

囲
の
考
え
は
。

【
答
】
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方

な
ど
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
終
活
支
援
事
業
を
実
施
す
る
考
え
は
。

【
答
】
９
年
度
の
実
施
を
目
指
し
、関
係
部
署
と

の
調
整
、事
業
内
容
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

総
務
委
員
会

福
祉
委
員
会

　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
（
案
）
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

豊
川
市
に
お
け
る
終
活
支
援
事
業
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

現行の戦略プランを見直し、新たに戦略を策定

行政視察の内容を踏まえて市の現状等を確認

委員会で調査を行いました

12
月
11
日

11
月
17
日

【
問
】
現
行
の
戦
略
プ
ラ
ン
か
ら
の
変
更
点
は
。

【
答
】
市
民
参
画
を
重
視
し
た
体
制
で
策
定
を

進
め
た
点
と
、主
要
施
策
を
前
期
と
後
期
の

５
年
ず
つ
に
分
け
、中
間
時
の
見
直
し
を
明

示
し
た
点
。

【
問
】
戦
略
の
中
で
、市
民
の
意
見
を
ど
の
よ
う

に
反
映
し
た
の
か
。

【
答
】
若
者
意
識
調
査
の
結
果
か
ら
、市
へ
の
愛

着
度
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、

主
要
施
策
に
お
い
て
、愛
着
に
関
す
る
取
り

組
み
を
複
数
位
置
付
け
た
ほ
か
、わ
か
も
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
検
討
を
踏
ま
え
て
作

成
し
た
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
戦
略
で
使

用
し
た
。

【
問
】
若
者
意
識
調
査
で
、「
こ
の
先
も
豊
川
市

に
住
み
続
け
た
い
」と
回
答
し
た
10
歳
代
は

２
割
以
下
と
な
っ
て
い
る
が
、考
え
ら
れ
る

要
因
は
。

【
答
】
就
職
等
を
契
機
に
転
出
す
る
可
能
性
が

比
較
的
高
い
10
歳
代
は
、関
東
圏
へ
の
転
出

が
最
も
多
く
、東
京
一
極
集
中
の
全
国
的
な

傾
向
と
同
様
と
考
え
て
い
る
。

委員会で行った調査について、主な質疑・答弁を掲載します。

委員会とは？

　議員全員が参集する本会議
の下審査機関として、専門的・
能率的な審査や、重要な事柄
についての調査をするための
会議です。

常 任 委 員 会
　部門別に、本会議から付託された議案や送付された陳情の審査、所管する
事項の調査などを行う委員会で、以下の４つの委員会があります。
総 務 委 員 会	：危機管理課、企画部、総務部、財務部、消防本部、	
	 	 他の委員会の所管に属さない事項に関すること	
福 祉 委 員 会	：福祉部、子ども健康部、市民病院に関すること	
市民文教委員会	：市民部、教育委員会に関すること	
産業建設委員会	：産業環境部、建設部、都市整備部、上下水道部に関する	
	   こと

特 別 委 員 会
　常任委員会とは別に、市の重要な課題など特定の事柄について、専門的
に審査や調査を行う委員会です。政策課題調査特別委員会、予算特別委員会、
決算特別委員会があります。

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略（
案
）

豊
川
市
に
お
け
る
終
活
支
援
事
業

Q

A

こんなことを聞きました
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委員会で調査を行いました

【
問
】
こ
れ
ま
で
に
実
施
さ
れ
た
各
施
策
の
成

果
に
つ
い
て
、市
の
評
価
は
。

【
答
】
効
果
が
見
ら
れ
た
施
策
は
全
体
の
約
８

割
。こ
れ
ら
は
、引
き
続
き
取
り
組
み
を
継

続
し
て
い
く
。一
方
で
、効
果
が
不
十
分
で

あ
っ
た
項
目
は
、復
興
ま
ち
づ
く
り
の
事
前

準
備
の
１
件
。こ
ち
ら
は
、計
画
の
位
置
付
け

に
つ
い
て
改
善
を
行
っ
た
。

【
問
】
計
画
策
定
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

【
答
】
８
年
の
１
月
上
旬
に
住
民
説
明
会
を
開

催
す
る
予
定
。そ
の
後
、１
月
14
日
か
ら
２

月
12
日
の
期
間
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
、都
市
計
画
審
議
会
で
の
審
議
を
経

て
、年
度
内
の
公
表
を
目
指
し
て
い
る
。

【
問
】
施
策
の
方
向
に
男
女
共
同
参
画
の
視
点

か
ら
の
防
災
の
推
進
を
新
た
に
追
加
し
た

理
由
は
。

【
答
】
国
県
の
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
て
、国
県
と
の
連
携
の
視
点
か

ら
追
加
す
る
も
の
。

【
問
】
Ｄ
Ｖ
相
談
に
つ
い
て
の
関
係
各
課
と
の

連
携
状
況
は
。

【
答
】
Ｄ
Ｖ
窓
口
庁
内
担
当
者
連
絡
会
議
を
毎

年
開
催
し
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
の
確
認
や
、

関
係
各
課
の
施
策
の
共
有
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。

【
問
】
女
性
相
談
支
援
員
の
設
置
が
明
記
さ
れ

て
い
な
い
理
由
は
。

【
答
】
計
画
は
主
と
し
て
、取
り
組
み
の
方
針
を

示
す
も
の
で
、具
体
的
な
事
業
な
ど
は
記
載

し
て
い
な
い
。専
門
的
な
ス
キ
ル
の
あ
る
職

員
の
継
続
的
な
配
置
に
つ
い
て
、引
き
続
き

検
討
し
て
い
く
。

産
業
建
設
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

市
民
文
教
委
員
会

　

総
合
交
通
戦
略
（
案
）
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

第
３
次
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
改
訂
（
案
）

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

第
３
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
改
訂
版
）

（
案
）
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

交通事業とまちづくりが連携した施策を推進

社会情勢の変化等を踏まえ、見直しを実施

男女共同参画を巡る状況の変化を踏まえて改訂

12
月
12
日

12
月
12
日

12
月
12
日

【
問
】
こ
れ
ま
で
の
地
域
公
共
交
通
計
画
と
の

相
違
点
は
。

【
答
】
バ
ス
路
線
網
を
中
心
と
す
る
公
共
交
通
の

充
実
だ
け
で
な
く
、交
通
結
節
点
で
の
利
便

性
向
上
の
た
め
の
ハ
ー
ド
整
備
な
ど
も
含
め

て
い
る
点
。

【
問
】
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線
の
見
直
し
を
す

る
計
画
は
あ
る
か
。ま
た
、見
直
し
を
行
っ

た
場
合
の
人
口
カ
バ
ー
率
は
。

【
答
】
人
口
カ
バ
ー
率
の
低
い
地
域
に
対
す
る
路

線
の
新
設
や
、運
行
上
の
危
険
箇
所
の
回
避

の
た
め
、路
線
の
一
部
変
更
を
検
討
し
て
い

る
。ま
た
、新
設
の
前
提
と
し
て
、利
用
率
の

低
い
日
曜
日
を
運
休
す
る
こ
と
も
検
討
し

て
い
る
。新
設
及
び
変
更
が
実
現
し
た
場
合
、

市
全
体
の
人
口
カ
バ
ー
率

は
約
80
％
か
ら
約
84
％
に

上
昇
す
る
。

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

総
合
交
通
戦
略
（
案
）

第
３
次
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
改
訂（
案
）

第
３
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画（
改
訂
版
）（
案
）

⑩
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
事
前
準
備

　

被
災
後
に
早
期
か
つ
的
確
に
復
興
ま
ち
づ
く
り

計
画
を
策
定
で
き
る
よ
う
、平
時
か
ら
事
前
に
準

備
を
す
る
取
り
組
み
。 ⑩
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委員会で調査を行いました

12
月
15
日

所
管
事
務
調
査

委員会で行ったその他の調査

12月11日	 総務委員会	 「豊川市地域強靱化計画（令和8年3月改定）（案）」

12月12日	 市民文教委員会	 「第2期とよかわ市民協働推進計画（案）」	

	 	 「豊川市犯罪被害者等支援条例（案）の基本的な考え方」

	 産業建設委員会	 「豊川市中小企業振興基本条例（案）の基本的な考え方」	

	 	 「豊川市立地適正化計画改定（案）」	

	 	 「豊川市緑の基本計画改訂（案）」	

	 	 「豊川市公園施設等利活用・適正化計画（案）」	

	 	 「優良建築物等整備事業」	

	 	 「（仮称）豊川宿長者松土地区画整理事業」

設立後10年間の実績を踏まえた評価を報告 　

東
三
河
広
域
連
合
10
年
間
の
取
組
の
評
価
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
】
10
年
間
の
取
り
組
み
に
対
す
る
市
の
認
識

は
。

【
答
】
全
て
の
共
同
処
理
事
務
で
市
単
独
実
施
の
場

合
よ
り
も
少
な
い
経
費
で
執
行
で
き
た
こ
と
を
、

肯
定
的
に
受
け
止
め
て
い
る
。ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
た
事
務
の
効
率
化
、経
費
の
縮
減

は
重
要
な
評
価
項
目
で
あ
り
、引
き
続
き
各
共

同
処
理
事
務
の
改
善
に
よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
図
る
た
め
、今
回
の
報
告
書
を
基
礎
資

料
と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
認
識

し
て
い
る
。

【
問
】
地
方
創
生
事
業
に
取
り
組
む
上
で
必
要
と

捉
え
て
い
る
観
点
は
。

【
答
】
地
方
創
生
事
業
は
、広
域
連
合
が
策
定
す
る

総
合
戦
略
に
基
づ
き
、重
要
業
績
評
価
指
標
を

設
定
し
な
が
ら
戦
略
的
に
事
業
を
推
進
し
て

い
る
。今
後
は
、限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
の
効
率

的
な
事
務
執
行
を
前
提
と
し
て
、東
三
河
全
体

で
取
り
組
む
こ
と
で
事
業
効
果
の
最
大
化
が
図

ら
れ
る
分
野
の
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

事
業
ス
ク
ラ
ッ
プ
も
視
野
に
入
れ
た
事
業
の
改

善
、見
直
し
を
行
い
な
が
ら
取
り
組
む
観
点
が

必
要
と
捉
え
て
い
る
。

【
問
】
要
介
護
等
認
定
申
請
日
か
ら
判
定
日
ま
で

の
平
均
所
要
日
数
が
増
加
し
て
い
る
要
因
は
。

【
答
】
主
な
要
因
は
調
査
に
時
間
を
要
す
る
新
規

申
請
件
数
の
増
加
で
あ
る
。ま
た
、認
知
機
能
の

低
下
を
理
由
と
す
る
申
請
が
増
え
、聞
き
取
り

や
動
作
確
認
に
係
る
時
間
も
増
え
て
い
る
。今

後
も
調
査
員
の
ス
キ
ル
向
上
、業
務
の
見
直
し

に
よ
る
事
務
の
効
率
化
を
図
り
、期
間
短
縮
に

つ
な
が
る
よ
う
努
め
る
。

【
問
】
家
族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
の
課
題
と

今
後
の
方
向
性
は
。

【
答
】
７
年
度
か
ら
は
、助
成
券
の
交
付
の
ほ
か
、介

護
者
が
自
宅
で
東
三
河
の
特
産
品
な
ど
の
受

け
取
り
が
で
き
る
よ
う
選
択
肢
を
拡
充
し
て
い

る
一
方
、外
出
時
間
の
確
保
が
課
題
と
認
識
し

て
い
る
。今
後
も
、本
来
の
目
的
で
あ
る
家
族
介

護
の
休
息
等
に
つ
な

が
る
よ
う
な
魅
力
的

な
事
業
と
な
る
よ
う

努
め
る
。

政
策
課
題
調
査
特
別
委
員
会

東
三
河
広
域
連
合
10
年
間
の
取
組
の
評
価
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陳情を審査しました

陳情第 ９号
～第12号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての陳情
愛知自治体キャラバン実行委員会　代表者　森谷 光夫

陳情第13号 医療現場の危機打開に向けた財政支援を求める意見書の提出に関する陳情

陳情第14号 介護・障害福祉分野における処遇改善と公的支援の強化を求める意見書の提出に関する陳情

陳情第15号 保育士・学童保育支援員の処遇改善に関する陳情
愛知県労働組合総連合　議長　西尾 美沙子

結 果 陳情第９号から陳情第11号は、各常任委員会において、「不採択」と決定。

陳情第12号から陳情第15号は、各派交渉会において、「聞きおく」と決定。

※　陳情第９号から陳情第 12 号までの４件は、「介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての陳情」と
して一括して提出されたものを、常任委員会の所管ごと等に分割したものです。

※　国や県に対して意見書の提出を求める陳情などは、申し合わせにより各派交渉会において「聞きおく」とし、
全議員にその写しを配付します。なお、「聞きおく」とされた陳情のうち、陳情内容により意見書や決議の発議
が必要と各会派が判断した場合は、案を添えて議長に申し出ることになっていますが、申し出はありませんで
した。

　市議会では、市の各種施策について、全国の議会関係者の
皆様からの視察の受け入れを行っています。
　視察では、事業の概要等の説明後、質疑応答や現地視察
等を行い、貴重な意見・情報交換の場となりました。

　教育アドバイザーであり、テレビドラマにて学校教育の監
修を務めるなど、全国的にご活躍されている工藤勇一氏を
お招きし、「社会の変化とこれからの学校教育　～主体性と
当事者性～」をテーマに議員研修会を開催しました。
　研修会では、日本の学校教育の歴史や現在地、これから
の時代に求められる教育の在り方・生きる力の育み方につい
て、講話をいただきました。
　主体性や当事者性を育むため、子どもの頃から自己決定
が行えるような教育体制を整える必要性や、共通の目的を見
つけ出し合意する「パブリックリレーションズ」の考え方を
学ぶことができました。

行政視察の受け入れを行いました

議員研修会を開催しました

	10月22日	 北海道帯広市議会	
	 	 	 「公共施設マネジメント」

	10月23日	 香川県坂出市議会	
	 	 	 「インクルーシブ公園」

研修会の様子

インクルーシブ公園の現地視察

12月17日	 「社会の変化とこれからの学校教育　～主体性と当事者性～」	
	  教育アドバイザー　工藤 勇一 氏


